
対象事業

区　　分 評　価　項　目 評　価　区　分 配点 備　　　　考

A  森林整備・集落をむすぶ 10

B　森林整備・公共施設がある 5 評価Ａ

C　もっぱら森林整備 3 19以上

D　なし 0 評価Ｂ

必要性 A　作業道等の連携計画有り 5 18～13

配点25点 B　なし 0 評価Ｃ

A  15.0％以上 10 12以下

B  7.5％以上～15.0％未満 7

C  0を超え7.5％未満 4

D　なし 0

A  市町村森林整備事業計画 6

B  森林居住環境整備事業計画 5

C　その他の造林事業計画 4 評価Ａ

D　なし 0 15以上

重要性 A  国道の迂回路 10 評価Ｂ

配点20点 B　県道の迂回路 7 14～10

C　市町村道の迂回路 4 評価Ｃ

D　なし 0 9以下

A  環境配慮をしている 4

B　環境配慮をしていない 0

A　B/C　1.5以上 5

B　B/C　1.0以上1.5未満 3 評価Ａ

C　B/C　1.0未満 0 15以上

効率性 A  15.0％以上 10 評価Ｂ

配点20点 B  7.5％以上～15.0％未満 7 14～10

C  0を超え7.5％未満 4 評価Ｃ

D　なし 0 9以下

A  3工区以上 3

B  1～2工区 0

A  検討済み 2

B　未実施 0

A  20％以上 8

B　10％以上～20%未満 4 評価Ａ

C  0%を超え10％未満 2 12以上

緊急性 D　なし 0 評価Ｂ

配点15点 A  48％以上 7 11～8

B　24％以上～48%未満 4 評価Ｃ

C  0%を超え24％未満 2 7以下

D　なし 0

A　地域住民活動強い 10

B　市町村要望有り 7 評価Ａ

C　特に要望なし 0 15以上

A　関係者以外にも周知 5 評価Ｂ

計画熟度
B　関係者中心に周知（コンシェルジュの
実施）

3 14～10

配点20点 C　特に周知していない 0 評価Ｃ

A　住民が直接参加 5 9以下

B　住民市町村意見を尊重 3

C　住民意見反映していない 0

合計（100）点

森林整備の計画量
（利用区域内の計画量）

関連計画との整合

災害時（緊急時）の迂回路

アクセス道路の現状
（複数工区の設定可能数）

　　林務部　　信州の木振興課

林道の整備：37　県営林道開設事業（林務部）

(様式４）評価指標による評価方法

作業道等の連携

利用形態

総合評価　A　75以上　B　74～50  C　49以下

住民参加の状況

費用対効果（Ｂ／Ｃ）

設計上の環境配慮

コスト縮減

利用区域内民有林の人工林
率

利用区域内の要間伐森林率

事業効果の早期発現
(過去5箇年の森林整備の実績）

地域からの要望

事業情報の共有


